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 会 議 録 

 

１ 会議名 

  令和４年度 第５回頸城区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(1) 協議事項（公開） 

〇自主的審議事項について 

(2) その他（公開） 

３ 開催日時 

  令和４年７月２０日（水）午後６時００分から午後８時１５分まで 

４ 開催場所 

  頸城コミュニティプラザ ２階 ２０３会議室 

５ 傍聴人の数 

  ０名 

６ 非公開の理由 

  － 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：上村閨一（会長）、佐野喜治（副会長）、小川泉、笠原昇治、佐藤学、橋本

春美、西巻肇、船木貴幸、望月博、山本誠信、横山一雄（委員１４人中 

１１人出席） 

・事務局：頸城区総合事務所岡村所長、本間次長、井部市民生活・福祉グループ長、

本山教育・文化グループ長、総務・地域振興グループ渡辺班長、市川主査 

（以下グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容 

【本間次長】 

・会議の開催を宣言 

【上村会長】 

・挨拶 

【本間次長】 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告 
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・会議録の確認：西巻委員、船木委員に依頼 

【上村会長】 

次第３ 協議事項「（１）自主的審議事項について」に入る。前回の地域協議会では、

「なりたい頸城区」について、部会に分かれて意見交換を実施した。まずは、その意

見交換でどのような意見が出たかを、座長から発表いただく。 

最初に、総務・地域振興部会に発表願う。 

【笠原委員】 

 ・総務・地域振興部会の意見の発表（資料№1：Ａチーム） 

【上村会長】 

  次に、教育・福祉部会に発表願う。 

【横山委員】 

・教育・福祉部会の意見の発表（資料№1：Ｂチーム） 

【上村会長】 

  次に、自主的審議事項の今後の進め方等について、事務局に説明願う。 

【渡辺班長】 

 ・事務局からの説明 

【上村会長】 

何か質問はないか。 

それでは、令和５年度の予算要求について協議する。 

【横山委員】 

「地域独自の予算」について、各区の予算配分はどれ位か。また地域活動支援事業

に戻ってしまうのではないか。委員が一生懸命やっても認めてもらえないのではない

か。 

【岡村所長】 

現在整備中の「地域独自の予算」については、心配することもあるかと思うが、既

に制度として使える「地域を元気にするために必要な提案事業」を提案することで、

令和５年度の予算獲得に向けて進めることが可能である。 

【佐藤委員】 

予算要求はした方がよい。Ａ、Ｂチームともに「観光」が大きなキーワードになっ

ている。関係団体と意見を集約しながらソフト事業を進めるべきだ。 

【西巻委員】 

８月は「頸城の祭典」がある。非常に厳しいスケジュールだ。また、地域活動支援

事業を実施してきた団体が健全に運営していけるか心配だ。 

【笠原委員】 
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  地域の各団体は、これまで地域活動支援事業を利用し、頸城区の集客を図ってきた。

こらからも市と一緒に取り組みを進めていくべきで、観光協会がその中心になればよ

いと思う。 

【上村会長】 

   地域活動支援事業に戻るのではと心配する声があるが、事務局に説明を願う。 

【岡村所長】 

   今の段階では、地域活動支援事業に戻ることはない。 

【上村会長】 

   これまでの議論を踏まえ、令和５年度の予算要求は前向きに取り組みたいが、いか

がか。 

・全員異議なし 

では、令和５年度の予算要求に向けて取り組んでいく。 

これからの作業方法について、事務局説明願う。 

【渡辺班長】 

・事務局からの説明 

 

― ４つの事例ごとに分かれて意見交換 ― 

 

【上村会長】 

 それでは、事例ごとに検討結果を発表願う。 

【西巻委員】 

例 1 大池・小池を活かしたアウトドアスポーツの推進 

〇その事業は「なりたい頸城区」のテーマに合致しているか 

  合致している。 

〇どんな事業が想定されるか 

  資料に記載されている事業のほかに、水上スキー、キャンプ、アウトドア教室、

ヨット、狼煙上げ、野草・野鳥観察会、郷土料理教室、キノコの駒打ち体験、昆虫

採集などが想定される。 

〇事業に関連する団体名は適当か 

  資料に記載されている団体のほかに、読み聞かせサークルワンダーランド、町内

会、土地改良区を追加したほうが良い。 

【船木委員】 

例２ くびき野レールパーク一般公開のバージョンアップ 

〇その事業は「なりたい頸城区」のテーマに合致しているか 

  合致している。 
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〇どんな事業が想定されるか 

  資料に記載されている事業のほかに、他団体との連携（白田邸、瀧本邸、坂口記

念館、直江津レールパーク）、白田邸、瀧本邸、坂口記念館、レールパーク（安全面）

の整備、小中学生等が参加するイベント（楽器演奏、よさこい等）などが想定され

る。 

子どもが来れば大人も来るので、賑わいが創出できるのではないかと考える。 

〇事業に関連する団体名は適当か 

  資料に記載されている団体のほかに、上越名家ネットワーク、くびき来夢ネット、

読み聞かせサークルワンダーランド、小中学校などを追加したほうがよい。  

  〇その他、修正を加える箇所はあるか。 

   大池、小池、雁金城との連携も入れたほうがよいと思う。 

【横山委員】 

例３ 季節の花が咲く通学路、ポケットパーク事業 

〇その事業は「なりたい頸城区」のテーマに合致しているか 

  合致している。 

〇どんな事業が想定されるか。 

  坂口記念館の椿の挿し木等を利用した花木の苗を育てる里親を作る事業、各スポ

ットに苗を育てる里親を育成していく事業、交通量が多くポケットパークとなりえ

る場所に花を植える事業などが想定される。 

〇事業に関連する団体名は適当か 

  資料に記載されている団体のほかに、青少年育成協議会、協力をいただける町内

会及び個人などを追加したほうがよい。 

【橋本委員】 

例４ 外国人の交流とファーマーズマーケット 

〇その事業は「なりたい頸城区」のテーマに合致しているか 

  合致している。 

〇どんな事業が想定されるか 

  日本やくびきを知ってもらうためのイベントや発信などが中心になると想定さ

れる。 

  すでに実施している町内もあるが、地震や津波の際に避難が可能となるよう防災

に対する訓練を更に充実させて実施する。また、小中学校に外国人の子どもがいる

ため、小さいころから偏見を持たず仲良くなれるイベントの開催や、買い物が大変

という声も聞くため、地産地消が出来るファーマーズマーケットを開けたらよい。 

〇事業に関連する団体名は適当か 

  資料に記載されている団体のほかに、漬物の作り方を教えてくれる法人の団体、
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言葉の壁を解消するための国際協力団体が考えられる。 

  無印良品などの大手企業も出張してくれるので協力・支援を取り入れる方法もよ

いのではないか。 

【上村会長】 

今ほど、各提案事例の検討結果の説明があったが、事務局から一旦これを整理し

てもらい、後日各委員に伝える。 

【笠原委員】 

イベントを実施する際、直江津駅などからシャトルバスを運行しないと集客でき

ない。今後、事業についてのマネジメントを観光協会から担ってもらい、シャトル

バスのコース選定もしてほしい。 

【上村会長】 

今後のスケジュールを考え、７月３１日に活動団体から集まってもらい意見交換

を実施したい。事務局が日程調整し、後日各委員にお知らせする。大変厳しい日程

になるが、各団体とコミュニケーションを取りながら、予算要求に向けて進めたい

と考えている。 

以上で協議事項は終了する。 

次第４ その他に入る。 

【本間次長】 

・まちづくり市民意見交換会の説明 

・次回の地域協議会の日程について提案 

８月２４日（水）午後６時３０分から 

【上村会長】 

その他に何かあるか。 

・なしの声 

  ・会議の閉会を宣言 

 

９ 問合せ先 

頸城区総合事務所 総務・地域振興グループ    TEL：025-530-2311（内線 212） 

E-mail：kubiki-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

  別添の会議資料も併せて御覧ください。 

file://///fs-plum/316頸城区/総務・地域振興G/_23年度/地域協議会/第１３回/kubiki-ku@city.joetsu.lg.jp

